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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月22日(2010.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マグネシウムイオン及び別種金属イオンが有機溶媒に溶解している電解液であって、
　　複数個のマグネシウムイオンを核とする複核錯体イオンが含まれ、
　　前記別種金属イオンは少なくとも２種類の金属錯体を形成しており、
　　前記複核錯体イオンと、前記の少なくとも２種類の金属錯体のうちの少なくとも一つ
　とが、同種の配位子陰イオンを有する、
マグネシウムイオン含有非水電解液。
【請求項２】
　マグネシウムイオンが関わる電極反応に際し、マグネシウムイオン及び前記複核錯体イ
オンと、前記の少なくとも２種類の金属錯体との間で、前記同種の配位子陰イオンの授受
が行われる、請求項１に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液。
【請求項３】
　前記複核錯体イオンが、２個のマグネシウムイオンを核とする二核錯体イオンであり、
前記二核錯体イオンが下記の一般式（１）～（３）で表される錯イオンである、請求項１
に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液。
　一般式（１）：
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【化１】

　一般式（２）：

【化２】

　一般式（３）：

【化３】

（式中、Ｘは塩素、臭素、及びヨウ素のいずれかであり、ＳＬＶは前記有機溶媒の溶媒分
子であり、Ｙ-はハロゲン化物イオン以外の共存陰イオンである。）
【請求項４】
　前記別種金属イオンが、ベリリウム(Ｂe)、ホウ素(Ｂ)、アルミニウム(Ａl)、ガリウム
(Ｇa)、インジウム(Ｉn)、ケイ素(Ｓi)、スズ(Ｓn)、チタン(Ｔi)、クロム(Ｃr)、鉄(Ｆe
)、コバルト(Ｃo)、及びランタン(Ｌa)からなる群から選ばれた原子の陽イオンであり；
水素、アルキル基、アルケニル基、アリール基、ベンジル基、アミド基、フッ化物イオン
(Ｆ-)、塩化物イオン(Ｃl-)、臭化物イオン(Ｂr-)、ヨウ化物イオン(Ｉ-)、過塩素酸イオ
ン(ＣlＯ4

-)、テトラフルオロホウ酸イオン(ＢＦ4
-)、ヘキサフルオロリン酸イオン(ＰＦ

6
-)、ヘキサフルオロヒ酸イオン(ＡsＦ6

-)、パーフルオロアルキルスルホン酸イオン(Ｒf
1ＳＯ3

-；Ｒf1はパーフルオロアルキル基)、及びパーフルオロアルキルスルホニルイミド
イオン((Ｒf2ＳＯ2)2Ｎ

-；Ｒf2はパーフルオロアルキル基)からなる群から選ばれた原子
、有機基、又は陰イオンとの有機金属化合物又は塩として導入されている、請求項１に記
載したマグネシウムイオン含有非水電解液。
【請求項５】
　前記マグネシウムイオンがグリニヤール試薬ＲＭgＸ（Ｒはアルキル基又はアリール基
であり、Ｘは塩素、臭素、又はヨウ素である。）として導入されている、請求項１に記載
したマグネシウムイオン含有非水電解液。
【請求項６】
　前記マグネシウムイオンが、金属マグネシウムとハロゲン化アルキルＲＸ（Ｒはアルキ
ル基又はアリール基であり、Ｘは塩素、臭素、又はヨウ素である。）との反応によって導
入されている、請求項１に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液。
【請求項７】
　第四級アンモニウム塩Ｒ1Ｒ2Ｒ3Ｒ4Ｎ+Ｚ-を含有する、請求項１に記載したマグネシウ
ムイオン含有非水電解液。
（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4はアルキル基又はアリール基であり、Ｚ-は塩化物イオ
ン(Ｃl-)、臭化物イオン(Ｂr-)、ヨウ化物イオン(Ｉ-)、酢酸イオン(ＣＨ3ＣＯＯ-)、過
塩素酸イオン(ＣlＯ4

-)、テトラフルオロホウ酸イオン(ＢＦ4
-)、ヘキサフルオロリン酸

イオン(ＰＦ6
-)、ヘキサフルオロヒ酸イオン(ＡsＦ6

-)、パーフルオロアルキルスルホン
酸イオン(Ｒf1ＳＯ3

-；Ｒf1はパーフルオロアルキル基)、又はパーフルオロアルキルスル
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ホニルイミドイオン((Ｒf2ＳＯ2)2Ｎ
-；Ｒf2はパーフルオロアルキル基)である。）

【請求項８】
　前記有機溶媒が、エーテル結合を有する有機化合物を少なくとも１種類含むか、又は、
スルフィド結合或いはアミド結合を有する有機化合物を少なくとも１種類含む、請求項１
に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液。
【請求項９】
　マグネシウムイオン及び別種金属イオンが有機溶媒に溶解しており、
　　複数個のマグネシウムイオンを核とする複核錯体イオンが含まれ、
　　前記別種金属イオンは少なくとも２種類の金属錯体を形成しており、
　　前記複核錯体イオンと、前記の少なくとも２種類の金属錯体のうちの少なくとも一つ
　とが、同種の配位子陰イオンを有する、
マグネシウムイオン含有非水電解液の製造方法であって、
　　マグネシウムの単体又は化合物と、前記別種金属イオンを含む有機金属化合物又は塩
　と、前記有機溶媒とを混合し、
　　混合後の反応によって、前記複核錯体イオンおよび前記の少なくとも２種類の金属錯
　体を生成させる、
マグネシウムイオン含有非水電解液の製造方法。
【請求項１０】
　前記複核錯体イオンが、２個のマグネシウムイオンを核とする二核錯体イオンである、
請求項９に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液の製造方法。
【請求項１１】
　前記別種金属イオンとして、ベリリウム(Ｂe)、ホウ素(Ｂ)、アルミニウム(Ａl)、ガリ
ウム(Ｇa)、インジウム(Ｉn)、ケイ素(Ｓi)、スズ(Ｓn)、チタン(Ｔi)、クロム(Ｃr)、鉄
(Ｆe)、コバルト(Ｃo)、及びランタン(Ｌa)からなる群から選ばれた原子の陽イオンを用
い；前記別種金属イオンを含む有機金属化合物又は塩として、水素、アルキル基、アルケ
ニル基、アリール基、ベンジル基、アミド基、フッ化物イオン(Ｆ-)、塩化物イオン(Ｃl-

)、臭化物イオン(Ｂr-)、ヨウ化物イオン(Ｉ-)、過塩素酸イオン(ＣlＯ4
-)、テトラフル

オロホウ酸イオン(ＢＦ4
-)、ヘキサフルオロリン酸イオン(ＰＦ6

-)、ヘキサフルオロヒ酸
イオン(ＡsＦ6

-)、パーフルオロアルキルスルホン酸イオン(Ｒf1ＳＯ3
-；Ｒf1はパーフル

オロアルキル基)、及びパーフルオロアルキルスルホニルイミドイオン((Ｒf2ＳＯ2)2Ｎ
-

；Ｒf2はパーフルオロアルキル基)からなる群から選ばれた原子、有機基、又は陰イオン
との有機金属化合物又は塩を用いる、請求項９に記載したマグネシウムイオン含有非水電
解液の製造方法。
【請求項１２】
　前記マグネシウムイオンをグリニヤール試薬ＲＭgＸ（Ｒはアルキル基又はアリール基
であり、Ｘは塩素、臭素、又はヨウ素である。）として導入する、請求項９に記載したマ
グネシウムイオン含有非水電解液の製造方法。
【請求項１３】
　前記マグネシウムイオンを、金属マグネシウムとハロゲン化アルキルＲＸ（Ｒはアルキ
ル基又はアリール基であり、Ｘは塩素、臭素、又はヨウ素である。）との反応によって生
成させる、請求項９に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液の製造方法。
【請求項１４】
　第四級アンモニウム塩Ｒ1Ｒ2Ｒ3Ｒ4Ｎ+Ｚ-を添加する、請求項９に記載したマグネシウ
ムイオン含有非水電解液の製造方法。
（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4はアルキル基又はアリール基であり、Ｚ-は塩化物イオ
ン(Ｃl-)、臭化物イオン(Ｂr-)、ヨウ化物イオン(Ｉ-)、酢酸イオン(ＣＨ3ＣＯＯ-)、過
塩素酸イオン(ＣlＯ4

-)、テトラフルオロホウ酸イオン(ＢＦ4
-)、ヘキサフルオロリン酸

イオン(ＰＦ6
-)、ヘキサフルオロヒ酸イオン(ＡsＦ6

-)、パーフルオロアルキルスルホン
酸イオン(Ｒf1ＳＯ3

-；Ｒf1はパーフルオロアルキル基)、又はパーフルオロアルキルスル
ホニルイミドイオン((Ｒf2ＳＯ2)2Ｎ

-；Ｒf2はパーフルオロアルキル基)である。）
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【請求項１５】
　前記有機溶媒として、エーテル結合を有する有機化合物を少なくとも１種類含むか、又
は、スルフィド結合或いはアミド結合を有する有機化合物を少なくとも１種類含む有機溶
媒を用いる、請求項９に記載したマグネシウムイオン含有非水電解液の製造方法。
【請求項１６】
　第１極と、第２極と、請求項１～８のいずれか１項に記載したマグネシウムイオン含有
非水電解液とを有し、前記第２極の活物質は、酸化されてマグネシウムイオンを生成する
ように構成されている、電気化学デバイス。
【請求項１７】
　前記第２極の前記活物質が、マグネシウムの金属単体、或いはマグネシウムを含有する
合金である、請求項１６に記載した電気化学デバイス。
【請求項１８】
　前記第１極の活物質が、前記マグネシウムイオンと反応する化合物、又は前記マグネシ
ウムイオンを吸蔵する化合物からなる、請求項１６に記載した電気化学デバイス。
【請求項１９】
　電池として構成されている、請求項１６に記載した電気化学デバイス。
【請求項２０】
　逆反応によって充電可能な二次電池として構成されている、請求項１９に記載した電気
化学デバイス。
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